
桜美林大学 加齢・発達研究所 

平成 23 年度 研究活動一覧 

 

＜著書＞ 

1) 芳賀博、「社会貢献、社会参加、プロダクティブ・エイジング」、ストレス科学事典（日

本ストレス学会、財団法人パブリックヘルスリサーチセンター監修）、実務教育出版、

東京、2011. 

2) 長田久雄、井藤英喜・高橋龍太郎・是枝祥子監修、写真でわかる生活支援技術、感覚

機能・記憶機能からみる加齢による知覚・精神の働きの変化、インターメディカ、

2011.4.10.18-21 

3) 長田久雄、日本臨床増刊号、認知症学下、老年社会科学からみた認知症、日本臨牀社、

2011.12.20.588-591 

4) 長田久雄・佐藤美和子、日本認知症ケア学会編（長田久雄担当委員長）、認知症ケア基

本テキスト BPSD の理解と対応、第１章 認知症の行動・心理症状の考え方、ワールド

プランニング、2011.9.15.3-11 

5) 白澤政和：「岡村理論とソーシャルワークの関係」『岡村理論の継承と展開第 1巻 社会

福祉原理論』右田紀久恵・白澤政和監修、松本英孝・永岡正巳・奈倉道隆編、ミネル

ヴァ書房、pp.170～183（2012） 

6) 白澤政和：『「介護保険制度」のあるべき姿 利用者主体のケアマネジメントをもとに』

筒井書房 pp.1～246（2011） 

7) 白澤政和：『キーワードでたどる 福祉の 30年』中央法規出版、pp.1～366（2011） 

8) 柴田博，新野直明，兪今：はつらつとしたセカンドライフを送るために．ダイヤ財団

新書 32，2012 

9) 柴田博：メタボ基準にだまされるな.  医学同人社, 2011 

10) 生活・福祉環境づくり 21・日本応用老年学会編：高齢者の「生・活（いき・いき）」事

典（編集長 柴田博）. 社会保険出版社, 2011 

11) 高田佳子『笑いヨガ―笑うのに理由はいらない』（日本笑いヨガ協会） 

12) 柴喜崇(分担): Ⅳ．章 中高年者の動きの特性 1. 機能解剖からの視点. 編集 北川 

薫 健康・スポーツ科学テキスト 機能解剖・バイオメカニクス､ pp172-pp183 文光

堂,2011 

13) 柴喜崇(分担): 総論 理学療法に関するリスクマネジメント. 監修 奈良勲、編集 松

尾善美 パーキンソン病の理学療法 医歯薬出版株式会社 pp101-111,2011 

14) 仙波由加里：第 3 章 代理出産. シリーズ生命倫理学第 6 巻 生殖医療  (菅沼信彦, 



盛永審一郎編), pp. 45-64, 丸善出版, 東京(2012)   

15) 久喜 美知子：公衆栄養プログラムの展開，コンパクト公衆栄養学 第 2版（梶本雅俊、

他，編），朝倉書店，2012，p108-115. 

16) 山元恵子編, 高橋亮編集協力 兼「第 3章」一部執筆．小児看護ベストプラクティス 小

児看護とアレルギー疾患, 中山書店, 2011． 



＜論文＞ 

1) 新井智之, 柴喜崇, 柴田博, 桑原慶太, 藤田博暁：高齢運動器疾患患者の転倒にかか

わる運動機能の検討．運動・物理療法 22：338-344，2011 

2) 安 順姫、芳賀博、兪今、介護予防ボランティア登録者の活動への参加頻度に関連す

る要因、老年学雑誌、2、1-13、2012. 

3) 安斎紗保理、柴喜崇、芳賀博、地域在住高齢者の運動機能低下に関連する身体の痛み、

日老医誌、49（2）、 2012. 

4) 荒井浩道，袖井孝子，澤岡詩野ほか：社会的孤立防止にむけた都市中高年者の ICT 利

用に関する研究；テキストマイニングによるナラティヴ・データの分析，駒澤社会学

研究，43：81-104(2011)． 

5) 荒山直子、植木章三、島貫秀樹、本田春彦、岡田徹、江端真伍、河西敏幸、高戸仁郎、

犬塚剛、芳賀博、介護予防活動に携わる高齢ボランティアリーダーの身体的および精

神的健康に関する活動支援の効果、保健福祉学研究、9、15-29、2011. 

6) 新井智之, 柴喜崇, 渡辺修一郎, 柴田博: 10ｍ歩行における歩行周期変動と運動機能、

転倒との関連 -小型加速時計を用いた測定-. 理学療法学 38(3) 165-172,2011 

7) 新井智之，柴喜崇，角田賢史，渡辺修一郎，柴田博：虚弱高齢者の転倒と運動機能と

の関連．老年学雑誌，1(1)：1-14，2011． 

8) 今井幸充、長田久雄、本間昭、萱間真美、三上裕司、加藤伸司、木村隆次、石田光広、

沖田裕子、遠藤英俊、池田学、半田幸子、認知機能障害を伴う要介護高齢者の日常生

活動作と行動・心理症状を測定する新評価票、2011.10.20、老年精神医学雑誌、第 22

巻第 10 号、1155-1165 

9) 石原房子・長田久雄、Tornstam の老年的超越尺度の構造の検討、2011.6.30、応用老年

学、第５巻１号、20-27 

10) 上野佳代；要介護者とその家族のデイサービス利用に対する抵抗感の研究老年学雑

誌,57-71,2012 

11) 大室和也, 柴喜崇, 大渕修一, 高平尚伸: 地域在住高齢女性における足部重錘負荷歩

行が膝関節前方動揺量および半腱様筋活動に及ぼす影響. 理学療法科学 26(1): 

55-59,2011 

12) 柿沼美紀・上村佳世子・高橋桃子・宮尾益知・廣中直行・上林靖子・丹羽洋子・長田

久雄・小林登、低身長児の生活の質評価に関する研究：心の問題スクリーニングに向

けて、2011.8.1、公益財団法事成長科学協会研究年報（平成 22年度）、第 34 号、65-71 

13) 角奈那子, 柴喜崇, 大室和也, 大渕修一: 若年女性を対象とした歩行時の膝関節前後

動揺量に影響を与える身体要因. 運動・物理療法(J. Physical Medicine) 22(1): 

41-48,2011 

14) 久喜美知子：宅虚弱高齢者の栄養改善プログラムの検討，老年学雑誌 第 2 号，桜美

林大学大学院老年学研究科，2012，ｐ15-30. 



15) 久慈直昭，清水清美，仙波由加里，安藤浩子，江原明子，坂中弘江：ＡＲＴ出生児の

品質管理・生殖医療の新たなる枠組み構築～非配偶者間人工授精における告知と出自

を知る権利に関する研究～. 厚生労働科学研究費補助金（成育疾患克服等次世代育成

基盤研究事業）分担研究報告書，印刷中 

16) 桑原知佳, 柴喜崇, 坂本美喜, 佐藤春彦, 金子誠喜: 発達に伴う健常児の背臥位から

の立ち上がり動作の変移 －6 年間縦断調査による動作パターンおよび動作所要時間

の変化－. 理学療法学 38(7): 505-515,2011 

17) 小玉敏江：ウェルネス型健康チェック表を用いて評価した地域高齢者の健康生活．看

護診断 16(1)，p.13-22．2011 

18) 小林久子、綿森淑子、長田久雄、在宅失語症者の家族の介護負担感評価、2011.７.15、

言語聴覚研究、第８巻第２号、104-112 

19) 佐藤加奈、新野直明、他：デイサービス利用高齢者における口腔関連 QOL とその関連

要因、聖徳大学研究紀要、21、7-13、2011. 

20) 佐藤美由紀、齋藤恭平、芳賀 博、地域高齢者の家庭内役割と QOL の関連、日本保健

福祉学会誌、 17（2）、11-19、2011. 

21) 斎藤民，甲斐一郎，杉澤秀博，柴田博．（2011）．高齢者の居住継続性とその関連要因

--別荘地に移住した高齢者への 5年間の追跡研究．老年社会科学 33(3)，385-394． 

22) 桜井良太，藤原佳典，金憲経，齋藤京子，安永正史，野中久美子，小林和成，小川貴

志子，吉田裕人，田中千晶，内田勇人，鈴木克彦，渡辺修一郎，新開省二：温泉施設

を用いた複合的介入プログラムの有効性に関する研究 無作為化比較試験による検討．

日本老年医学会雑誌，48（4）：352-360，2011． 

23) 澤岡詩野，古谷野亘：社会関係の研究において用いられている非親族との関係の指標；

日本の高齢者を対象とした最近の実証研究のレビュー，老年社会科学，33(1)：

47-59(2011)． 

24) 柴田博：老化概念の変遷．応用老年学 5:4-8，2011 

25) 白澤政和：「ソーシャルワークが施策と良好な循環をする要件―日本における高齢者領

域でのケアマネジメントの展開から学ぶ―」『新たな社会福祉学の構築―白澤政和教授

退職記念論集』中央法規出版、pp.2～14（2011） 

26) 白澤政和：「韓国の高齢者長期療養保険制度の現状－日本との比較をもとに－」『ケア

マネジメント学』№9、2011.3、日本ケアマネジメント学会、pp.57～63（2011） 

27) 白澤政和：「近未来の社会福祉の枠組みと仕組み：環境・医療・福祉政策とソーシャル

ワークの好循環を求めて ソーシャルワークが施策と良好な循環をする条件」『社会福

祉学』Vol.52、No.2、pp.142～149（2011） 

28) 白澤政和：「第 10 章介護と介護保険編 1～3、6」『「生・活」知識検定試験公式テキス

ト ニッポンのネクストステージ 高齢社会の「生・活」事典』、NPO 法人生活・福祉

環境づくり 21・日本応用老年学会編著、社会保険出版社、pp.220～227、234～235（2011） 



29) 白澤政和：「第 3章支援技術の基礎 8 対人援助の基本―ケアマネジメント―」『はじめ

て働くあなたへ－よき支援者を目指して－』日本知的障害者福祉協会編集・発行、

pp.104～108（2011） 

30) 白澤政和：「地域包括支援センターに求められるネットワーキングの力」『達人ケアマ

ネ』第 6巻第 3号、日総研出版、pp.13～17（2012） 

31) 白澤政和：「日本の高齢社会の特徴」pp.56～59、「介護保険制度の枠組みと改正点」pp.60

～63、「介護保険サービスの種類と内容」pp.64～67、「二〇二五年の高齢者ケアと地域

包括ケアの推進」pp.68～71『NHK 社会福祉セミナー』2011.12～2012.3 月号、日本放

送出版協会（2011） 

32) 白澤政和：「被災地域での生活支援に関する提案：ソーシャルワークの視点から」『東

日本大震災と知の役割』桜美林大学国際学研究所編、勁草書房、pp.157～168（2012） 

33) 杉澤秀博，杉原陽子．(2011)．特定高齢者における介護予防サービスへのアクセスの

阻害要因．厚生の指標 58(7), 6-12.  

34) 杉澤秀博，杉原陽子．(2011)．特定高齢者の候補者の健診受診に対する社会的ネット

ワークの直接および間接効果－一般高齢者との対比．日本公衆衛生雑誌 58(9)，

743-753．  

35) 杉澤秀博，石川久展，杉原陽子．(2012)．民生委員を通じた閉じこもり高齢者把握の

可能性．日本公衆衛生雑誌，掲載確定． 

36) 杉澤秀博．(2012)．高齢透析患者の介護-透析患者に対する全国調査からみた実態．臨

床透析 28(1)，55-62． 

37) 鈴川芽久美，島田裕之，渡辺修一郎，小林久美子，鈴木隆雄：要介護高齢者における

運動機能と 6ヵ月後の ADL 低下との関係．理学療法学，38（1）：10-16，2011． 

38) 仙波由加里：不妊治療と補完代替医療の関係性―米国の現状を概観して. 医学哲学と

倫理, 印刷中  

39) 仙波由加里:米国の初等・中等・高等教育におけるエイジング教育. 老年学雑誌, 2: 

pp.73-83 (2012) 

40) 袖井孝子・荒井浩道・澤岡詩野ほか：「無縁社会を超えて--ICT 利用による高齢者の孤

立化防止」に関する調査報告，エイジレスフォーラム，9：52-59(2011)． 

41) 高橋亮、長田久雄、横谷進、板橋家頭夫、清野佳紀、田中敏章．SGA 性低身長児におけ

る成長ホルモン治療効果の心理社会的特徴に関する検討, 日本成長学会雑誌, 17 巻 2

号, 2011. 

42) 田中孝祥, 佐藤春彦, 上出直人, 柴喜崇: ジャイロ併用型加速度計による歩行中の体

幹加速度計測の信頼性：傾斜角に基づく重力加速度補正. バイオメカニズム学会誌 

36(1), 36-40.,2012 

43) 田中敏章、五十嵐裕、大薗惠一、大山健司、小山正道、長田久雄、鬼形和道、神崎晋、

河野斉、清野佳紀、高橋弘昭、田島敏広、立花克彦、田中弘之、西和美、長谷川奉延、



藤枝憲二、藤田敬之助、堀川玲子、横谷進、依藤亨、高用量 GH治療によるターナー症

候群の治療効果：ターナー症候群 GH治療協同研究（TRC）の７年間の治療経験、2011.4、

日本成長科学雑誌、第 17巻１号、9-15 

44) 鄭尚海・白澤政和他：「認知症高齢者の行動・心理症状（BPSD）を改善するための支援

の視点：特別養護老人ホームの介護職員による改善事例に対する質的分析をもとに」

『生活科学研究誌』Vol.9、pp.85～94（2011） 

45) 直井道子．一人暮らし高齢者とその支援－家族と地域からー  『都市社会研究』 no.4  

36-50 せたがや自治政策研究所 

46) 畑亮輔・岡田進一・白澤政和：「居宅介護支援事業所の介護支援専門員による家族への

アセスメントと家族介護者支援との関連」『介護福祉学』Vol.18-№2、pp.112～121

（2011） 

47) 畑亮輔・岡田進一・白澤政和：「居宅介護支援事業所の職場環境と介護支援専門員によ

る家族介護者支援との関連」『生活科学研究誌』Vol.9、pp.73～84（2011） 

48) 芳賀 博、アクションリサーチによる健康長寿のまちづくり、日老医誌、49（1）、33-35、

2012. 

49) 森本寛訓、神田有希恵、長田久雄、対人援助職者の感情状態と関連する職業生活出来

事の検討、2011.7.22、ヒューマン・ケア研究、第 12 巻第１号、35-51 

50) 山崎幸子、新野直明、他：高齢期うつに対する心理学的アプローチの展望、老年社会

科学、33、216、2011 

51) 吉澤恵美，杉澤秀博．(2012)．家族介護者の認知症に関する理解度が介護負担感に与

える効果．老年学雑誌，掲載確定． 

52) 渡辺修一郎：生体リズムを整えましょう．美感遊訓，104：7-10，2011． 

53) Emiko Saito, Seiji Yasumura, Chikako Kaneko, Shouzoh Ueki: Comparison of 

characteristics and care-needs certification proportion between participants and 

non-participants in a geriatric health examination over a 3-year follow-up. Arch. 

Gerontol. Geriatr.53 (2011) e46-e50. 

54) Kamide N, Takahashi K, Shiba Y: Reference values for the Timed Up and Go test 

in healthy Japanese elderly people: determination using the methodology of 

meta-analysis. Geriatr Gerontol Int 11:445-451,2011 

55) Masakazu Shirasawa: “A historical change in social work education and the 

problems of present practicum education in Japan [in Japanese]: Social work field 

education and supervision across Asia Pacific” : Sydney University Press 2011, 

pp.281～295（2011） 



＜学会発表＞ 

1) 綾部貴子・白澤政和他：「在宅高齢者に対する訪問看護・訪問介護・居宅介護支援のチ

ーム活動に関する研究（１）－基本属性との関連－」『第 10 回日本ケアマネジメント

学会研究大会抄録集』2011.6.16～17、日本ケアマネジメント学会、pp.94（2011） 

2) 綾部貴子・白澤政和他：「在宅高齢者に対する訪問看護・訪問介護・居宅介護支援のチ

ーム活動の実践度に関する要因（２）対象者の特性とチーム活動にかかわる社会資源

情報に焦点をあてて」第 16 回日本在宅ケア学会学術集会、東京、pp.125（2012） 

3) 綾部貴子・白澤政和他：「在宅高齢者に対する訪問看護・訪問介護・居宅介護支援のチ

ーム活動の達成状況と達成度の構造」『老年社会科学 第 53 回大会報告要旨号』

2011.6.16～17、日本老年社会科学会、pp.357（2011） 

4) 荒井浩道・袖井孝子・澤岡詩野・森やす子・鈴木昭男：都市高齢者の ICT 利用による

孤立防止に関する探索的研究；テキストマイニングによるナラティヴ・データの可視
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